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華僑社会研究の史的経過
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　　見1：◎：）社会二おいて．多数を1一め∴：ミニ⊃し
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；こ，少二二ニド］ご、｝・∵：：を軽梶す；二三：．r；1午さ己

ない二三で∫二〇，今二に）じ界においては、　‘’　Jk

挨複1ド⑳、∴　一つの㌃｝結三して’1ミ認三れ．るべき

もので∴る．それら：、k、｛Y’・iこ社二の中のt’t：ン♪社

会と↑一て㌃：在L，；；巧i：；］の㍑分社会と容易：二烈合

しえ三．．．㍍了㌧tLて；．ヂ．二tるニヒ1㍍Zい．二．’〉

社会二ご．・L，・三！二こ社会の戊、‘〆：か㍍張こ．：、る．㌃以

v一戸．　．t－　’t

　Lドーフン．

　　当宗十る社会にお1・｝‘る少数者二い1：㌔　その往

会的：こ化的iほ、：三に．㌧いて，〔111設正口タヨーて、

信見ヒi”．E：：見‘．ハな／i、におか．りる場f㌻かzいパ　し

かし，　2）．波圧追者とLて㍑｛ヨ∴1こづら．二，そ

⊃強「こなぞ二済刀の［i女；その社会二たきご〃㍑力

を㍍㍑ナる場／↑もこ㍍）　　［II一二界IS二Ll二．：∴∴ろ三

僑三ぺ⊃｛羽，．杉ドネシ7⊃〃・ぺ口1己

6．5］5．㌃・い1gS5≒こ．）．⊃約4〃、川n奈万人，’）．≒

僑・三；　；・　’Nか巨∫こ∵．繕．jJを㌧つ一一．、13㍑答

1二居1．三÷ろ少：な．〔「㌘1ミ団、∴　そ．当ミ1．1：⊃政治．’：’1男

：二強ll．∴．『’㍉．9フミ・111を反ぼして．」＼∴の政治．乏草：二寄

与し二ら合ちあり、　－19111㍍⊃．；’㌧．㍗1・告　　、

（4）二≡月二わたって、少数若1二日として巨在

しながら，その文fヒ的社会駒≡動か．泣界⊃f・：－1・学

と文化ご逢三畏に大きく寄与した易．合もあリ

ニダヤ民．髪ミの事伊1｝　　，（5）外末の少蒙者集団

力経㌣力：こ対’抗Lて、現地の民挨が已動を組織
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，二こ」弓tt’幽　　　1［－ji’］｝，S二三、ニシ．．－t『7ノ＼二三ご二．．可二r’lfン　、二．こ

つてll：iT1　：（さ1’L：’：フーr’r・ウニ三　B〔｝い三：りU／．Ol！ln．

こ．己1こつ．‘一で、1911．tt．つ＃．Lンう．ノミ・でスラニ、

Sard｛しit　Iご］こtnユ　．こ、　i・i’．i”1シ：ヤフ．つソ””一「ifi．7：＼コつ

商人、三．：ニパニ．r．7二業内でその．，ご1・ジ．1．’：、≒

東して．二言二対三して、商品ボ／＝．・：・7ン治

めたことを．；．！・渚とする、叉華僑行ニニでントご

シア’）二二こ：三主義三勇⊃三、・二り一一つで∴．／’．二・一一

　オ　　ひ　　　　　　　　　

し．．K・． 1　　＿：

　　泣界．⊃；”；’1矢⊃なうジ．一，⊥1二僑・三f・1人・．・ll㍉．．∴二，

各地：こ1箒在して，特≡．ま，独得の存在とLて口

知さ訂ている。一三水⊃到るところ≡僑∴1）．，

といい，　一六湯⊃うこ口1「、二は中⊆1’＼二いEL・　中

国人か．．三所二は，必ず客家人が‘．・．ろ一三・LI、・

われる・華僑：t＿　二三li；」二解沢す．る二．：ll元ケトに

f喬居（㍗ラニに三！｝ノ　÷るll≒：三：人を意味÷三云現で．5

るが、第2六二i気二　三ノ1＼という三三．．デll三弔1：：｜1

かEl立・．．、ている一

　≡后三い・）云三．1二吉三二に1二な・、、　　；｛い：1・’1’1：1：

民史一　r1935二：⊃．デ長．弓∵二よると、　ll罫＼二海

タト：こお：二’る÷・三ノ＼．つ称：三とLて1；≒ノ＼二．．一『．三ミ三見

が斤」い：三．；Jl，其受ミ、引言き巨司さ．ごて，　一∵Z．｛ミ

に至って三1台めて≡言なろ名ニニ代ご∴．’1’　・’t’：　と

いい，三：Lこ、一 華僑三．◎1和16≒二8月．．．：或

L衡男二，言末⊃文三は≡≡，奉人．三i言華

工などつ表三［を≡いていて，≡僑と、弓文字ご

用1、・ら｝しておらず，1S98（光緒2」1．年、；黄浜の

華商約一千人づ子弟f」一；：め：こ　華僑学：こを達



　March　二9S7　　　　　　　　　華僑ll：

設しナニときF月いと）．iiごこ二と，　1907／う亡：・㌃33．〕　↑㌣、

南洋居留三つ発行した．一：：1．i〔f．1．［≒1：1二〇完1二ilつ辞

に口渓ミか三三僑こと1、・”丈字を㌃川Lている

ことを江三じ．ている．主｛、ξとい三；二字か1「1ミ1］．1ご

ノ｝．Lる以前：二、会首の際：二巨曜三r㍉てい三二とと

忌三．っ1｝ミる二．　一二・僑二　とい・；・≡現．V’・　．　11，，　iili：紀末

　　　ζ1　1　8　9　0　年　　f　＼　　’　　　　　：　こ　　f三ミ　　Ifj　　さ　　∫｝　1　　亡i・1　二、：〉　　：：‘こ　　　二　　　と　　：　J；1　、　　　　　；1－　、．「：　！　　rl”L

当時⊃中三⊃E内外・⊃談：．場をにに÷る｛．・llめて

’‘．至史性三をもつ表現．”て、．∴こ二とを意昧Lてい

る・華信と．一う漢字二㍑づ二［÷るところについて

it＿　二．｝こまで少なからざる、定義⊃試ミニなされ

ている⊃で，そ．江らの主要な馳こごを1三三てぼ討

したいと三、こ、

　　1，　丘漢平は．19360∵）　r　E’≡橋illニニ、にお1、・

て、≡≡僑i．i：iニニr　一　11・i・1●ジ〆」’二口ニーて．．．．㍉るとし

て，　19（⊃9二二．つll㌃巨口三：．．；こ長．つ1；到三三bY、「fi三一　　　二二、｝／j．1”

前においては，　“中に人と：二誰か’，をジミ主±べ

き1云律；よ二：一．迩三しなかっ：’こか・二．　　：二ぞご起さね：三

竜のと，≡㍑∫ゴ．！一己］クトか「．㌃），三；；月を／：巳工ている．

それによると，≡僑と∴、　㍉．い，｛人、二Lて外国

領li或：二「多∵〔疋1三僑F｝L巨Lてi’i－1：三1．ミ1で1をli．C失し

居らざる三つ．！と定差＋○剰言つ：：．i．定ノ）第一

≡羨として，、：二．1－　11il：［i勺た：［i三r．添桑（午が上：’i’られる＝　L

かい　巨1；．．．条1．’トは郵：要な必三条件で［lk　，．汽つて

も、それ⊃工を以って壬11三を・定芸づ：」‘ることに

著Lく翌；㌃でち’，て、実口㍍条巳が具㍑三川1二・：

：ヤれ二、．！．一二分：：二：完義が規室さ、iLたとごいい㌢

いご　とく．二、華僑の．；1ら℃．日二を喪失L，；二場合

においてこ．中国人とLてパ濃㌧1：ご民りご｜Cj気質

㌣集団性1う：Lばしご∫こら1｝1るので．ちって、「三㌘

条件を‡と㌻る定義二は「∵二．1こか多・〈汀：÷る．

　　2．　　　一三≡≡（｝る：．／Ei斉：．㌃」　　rゴ「：㌃一］三：］1一三．二じ6　ノ」ノ　しつ1ill［．二

宅’三二、：二．1二：：∵こをづトして、実㌦1：∵∵て’．、を言こ弍

るとLて，華僑：．k　，　二外、一二：1二移住した：］．：㍍：酩穴

並び二芸子孫．と定芸Lて、在ノ㍉言住を工本；1

件と主る＝㌘二よると，当時の中1口：こ：t－iいて

は．ご工口二つ≡礎となrJ！丁〒；1三法ば々1川ジ）こ

会研究の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ナ　　　　　　　コ　　　ヰ　　　　　　　　　　　　さ

　　［：a　l；・∫　1二　”i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　21　一

のに三一き．ナ．中三人㌃已㌘を喪矢した二とを如

何にLて証明子るか㌃不明である，従って、一中

［三1人かタトE三々籍をとる〔つも一G7［］勺方〔更・つ三易合＿

か多く、　二彼㌻：よ外匡レゼ1．1　i二㌻っても、中巨本

　：においてば華僑とよんで．．Tる一の，’∵二這三で5

るとごべている，　この：三め、楡三六から　二重匡

㌶一　一複；∵－fljl二うLこっている三㍉　しかし，匡

ノ認・条f［1：を1；．ミCトし撒ことき、　．川了一に工二弓言fヒし，　そ6つ

社会に完三、こ江台して‘、・る中国人を如巨二締釈

÷る．つか、とくに，㌃2ヲこ穀後，貢南アジア・つ

≡僑つ〃く．⊃もの”，　，　／’、亮地の［毒二を耳ミ得してき

ているから．如何なるz二準をローって彼∵を判断

一：一るか二．　｛く婁、重．／’／「1；」≡となる，外巨へ○事庄老

の十べて㌧芸僑と：之いえな‘、・し、一．其子孫一を

どの範巴：二まて．．艮三＋かも三定÷ること容弓ノて

F」，　→・
　　　．＾1　、
、　c、　’　ゴ、　　L　　　　．

　3，　華信の字義を拡張して、一三〇㌃寄1「．る．≡か

ら永住着まで．γ1｝～べてを包含÷る．．りは、岸出季

工日元こ，⊃　二二±汀iう＿　　（［IIL；不！117｛｝三5　〕二iノ　てこ㍉る．　一一言一な

わち，壬僑：よ、　二完際は海外にお：三る一烏的居

住者：．ζ勿∴，二ほ、三世を合む永住f、三を託ミて

包含÷る三その己義を已べる一この場合’、在外

出㍑条閂：：二とど．まら・づ、永注若刀：台ま∴る（つ

て1，　弓・i’ノこ「．；：：・つlll身．c“タト［三1；こ「言巳三三～る者．と，　タト

1：三：て．出牛、L；三‘i’1一三の区別㌃．1fl：．じ、居1工］工（口から

みると，巨｝住地外の地］二《て’出生してつ．ち二已f．i三

」止iこ『㌘1．llし．J’：；㌢と，　1言・仁三士とてIIVI：．し1》こ．呂’との易り

が．ちる．「三；イi：地タトで出生Lた考にも⊥7ヒ較1口長：1｛月

川口住Lて同1ヒ○；工んでいる者と，移住後の日

フ． 浅く同化して［．・．’1，ごい蒼ぶ㌧り，居｛二三地で出生

し．㌔貯にも両親］ぶ二中已1人の．子し．つ場．合と、中1三；

人とiji二［li．女’［生とのill．ILこ生れtこ浸血りことつ房合が

ある：三た、混ll！l児についても、亘1‘．て二土，児と

複二．口1足．）1弱∫う㌧㌻る．

　　中［ご二おいて二，海外て生れ二土生の．考を

　．．僑生一．まtこは一老客．．，・五、：客　と1、・1、・、出生後

巳・住：ニニろ住L：：ご㌣を一」二二こ一　または一新1客一，



　一1’o－

「生客二とよんでいる，．インドネシアにおいて

は，土生のヰ国人をラ☆ミ」（Baba，答々，己

　　　　　　　　　　　　　

十．t　lt

々、儒々，嘩々）とよび，新客（Sinkehs，新移

注中FJ・1人）を「チナ・トトク」　（Gna　TGtok）

といい，混∫血児は「フ．ラナカン．．．．（P（・ramakan），

中国人と．つ混血児は「チナ・フラナカンー（Cina

Perane．kan）　とよんでいる，　このよ’）に一，華僑

二は、僑生と．新客とが含まれるが，混丘L児をこ

れ：こ含める地方と除、タトされる易合とう㌧ちり，タ

イロでは両老の区別は困難となる，こ⊃定義

は，華僑．つ字義○解釈が・もたらL易．・一陥・的寄

偶者のイメージを拡大して，．永（．1三者を含めて，

新客と僑生を．包含しているが，しかし，㌻ヨ，

中巨六1二王から．，つ．弄客・つ到来は殆んど不．可彪であ

り，僑生が永庄蕎となる易合，中巨人”）子孫⊃

永住言というごて’は，巳iめて不明碓な≡義プご○

って、永庄者．⊃li：つ誰を二僑とするかの二定が

必要となる．

　4，　左三1の辻会学き呉主：こ：は．　一華僑本頁の

．分．析＿　　ミ！1召ス；136・；〒二10月）　；こお’F、・v’こ二芸二：羨li㌧1：二：ラ｛，

法三的珪釈，現実的解釈に対して驚族釣特i生を

重視する解方．こ：こ立って，華僑と1こ、　．一りi：ヨ人と

して’つ三ノト：移1主，こ：二して，　JJ二輻二．本二1と㌔盲1三∫i9：二

≡薬して「．・うも．O」と規定すろ，まず，三僑

は，中：ゴ人てち1〕，三外移巨三二てー．lf）．ることが疑

定三．；Lる三1，　第二1ニー本国との有機的．三二三一、∴

重．三．iJ：要三Tミ三してとり．ヒげ，三、．iLる・か］”．二よる

と，　こ．．｝L：よ，　三一僑つ元ミ質｛：i勺・条（雫　と　な　三＝　三三僑

が、　中Eヨの［口箒を［一，1：持する二と．二，：三ズで1．k　ltう

るがn一つの形二的条汁二i：すぎず，　1’i㍍ヨ人

だという意、識」をその実質：胸条件としな：一；’ね二

なら急、・と主張さ川る．実際一．ヒ，外匡ll二日’る中

国人であって国廷；こ閃係なく華僑として活羅．＋

る場合もありうるから，国籍上の法的保証がな

くとも，その窪済的に，社会的に‘］ミ国と蓮．素し

ていることを条件として，華僑は成立するもの

と考えるのでちろ．この場合，外国つ国籍をも
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っている中匡1移庄J’C　tf．1ろ・ゴこ、な：お有に計己二六

国との経済［S達繧を、　「当該外国が許容」　L．セ

とすれバ，そこ二≡僑：よ存在することとなる．

また，　：．社会的に≡三すろことは，］：1L※約，

濠的惹該をもって．有侵liぴこ一ド匡1との、・1識的交流

を図ることと三、れる・
｛
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　

　
て
　
　
〔
二
　
　
　

〉

を前提として、三ら二，経済的，社会的た末国

との運呉を実質的．条1工と：考える立易であ．1）r

「中匡1人として⊃意識二を華僑の六質的・条件と

したこと：之，卓見といら∴こ：十．b：二ならないか，

間題二、むLろ、中：コ人意識・．）完1巳と芸1移、そ

れ；こ対ナろ1当該1’ミ：コの許容二とttつ｝均二性が言：

要となる，中「三と在外∠）華僑との三ミ日交流：．㌔

日を追って：11ξんとご’）つつ二：元．るジ，しかし，東

南アジア，．二）華僑居（主三・ううち、シンガ六一！ン．

インドネシア［t．，㌣「ヨとはヨ．交がな・〈、ま．「．こ，

インドネシア：よ独．己以吉、排華拒；三を亘ね一Cき

ており，　「当該外1三ゴつ許容」による本国と．つ組

識［白こ繋：よ尼㌧・⊃て津；：㌃な実・「’FI　ir－　1二ちる．　二、訂そ方つ

諸点からみて，呉主怠Dl、→「本日と．．り有機：約

≡緊」を．しって華僑を規定すること二、著しい

日1望か序づ一ろので：ちる一

　5，在H」つ1〈］三済学，’1一游｛・il勲二、二華僑経済の

研充二　U9弓9吉3月）、こおいて、序註的な1口、三

として，‘〔1）：≡1喬と：二冗か〔華僑．⊃定義，1豆念

ないし亨：〔；三），　（2）華僑人口とそ・つ分布，　‘ミ3）

中⊆1人⊃海外1多｛．．｝三状況、　（4）潅YF（．Yf．1三．つ「京1．司，

（5）海外．〔多仁1：の，≡llこ三三篭話、なとの「二；芯E杓当jL三

の解；男．を：㍊初：ここ131’t；「；ニニ序説的ご蕎1；：1≡＿　にお「．’

てとリヒげてい○・：個人が海外へ移巨し三：吉

する二とによ’って，－f僑問1≡二，　rLiS．なる移民

間題からしだ1．・に三1《ミ問題へこと，そ．の性洛を

推移してき二ことIZ注日する．そして，．移民・

民族閲≡として二）華僑ll；1二の最も主．要な，そ○

茎礎・±台をなす側面としての経済問巳をマル

クス写済学の分析㌻芝ミ：二債って研究しようとす



．Nlarch　19bt　　　　　　　　　　　　　’二　1．；

る．研究の対象工ズニ，ヌイ・’）　＝r僑己漬　一is‘

僑資本　　；こ指向されるが，こ，iL，jl，　W・G・ス

キナーの研究など従来かろO多くiri二冗と云料

とが蓄積されていること［：よっていろ、

　游仲勲＝，華僑を，　「帝国主義ξく1言に至って

大規模二海外こ移住した中国民族およびその子

孫であって，当面，帝国主義民族，上着、こ猿と

の矛盾・対立のうちに土着民振への，ユミ、．．L杓［ごユ化

の二程二あるが，また中匡二六としての蠕特徴

を失う三で：こい二っていないもの（もしくは，

土着民族ないし第3言挨としての諸特犬を保持

するまて二いたっていないもの）．と定義する、

こ？L：二，マルクス逢済学：こおいての二ご、卜．」この

字釈を艮底とするもつで，民㌧，戸の吐会学の

＿．　Ei　1＝呂するも⊃で⊃るが、最近の三で喬研究

が，社会学・社会人三学、文化入二1学の、ヒ易か

ら1こめられるものが多くみら］’tるの二k寸して、

経済発展段階と三族1，1掴，系を重視すると二ろ二

特色がある，ただし．この場合も、　「1ニゴ民族

としての諸特徴」の保持という重要：C民族∴勺条

件に規定二含まれている，これは，　P中匡に）言

語」を話し，移注先で5るとはいえ「中自人

街」などの共通の地域二注み，共亘のJ”Lt済生

活一1を営み．共亘の心理状口をもって，か｝しら

同士の「共同Hs’＿　（華僑社会と呼：支れるも・⊃〕

を担言するところ二あ三と㌘されていろ．こ・：）

点：こついては，呉主憲O　中ご人意＿．v．＿：こ対

して，　「中国入生；舌巴二．＿二にセ1つも⊃とし

て，同じノミ［；巨をもつことがうかかわれる，巨口

的な往会．言勢をF？景として重コする、1：場と、徴

㌫酷な状況を重視する立易の相1二∴こ、と考え・うれ

る，

　6，　英信マラヤ］：iJ務して後に，　1・京南亜の

華人2（The　Chinese　ill　S〈⊃v．tbc・ast　Asi／）を著

作したビクター・ノ・一セル（Victor　Purcell）

は，1951年：こ第1にを1965年に第2．くを刊行

し，現在もナックスフt一ド六学のアジア’言と

［会元完の史討茎已 ．．1一

して信刊されて1．・る，デ亘は，元勺6（」〇三、二反ぶ

東南アジアの華人の≡史をいくつか⊃局「L二渠

約して，まず第1は，現己の王：旦⊃ん．」下二あ

つご小さなキヨ人⊃弓留地期，痴2はヨーPノ

ハ人が、：民地支記を．；立して以降つ貿易の増大

期，とぐこ19世紀後半の植民地の拡大ととも；こ

中口人○移庄が増大する時期　第3－：s，本辰の

華僑ぱ殆んど男性でめったが，中口からの女注

の増加ととも：こ，現地への同化は低下して，中

国人○完全二孤立し二舌留地が形成さ！しる［う

期，ま三，20エ1日；こ入っての30拍，1二中口人

のナショナリズムデ勃口して，京芭亜の華人辻

会：こも波及していくべ，1941年12月の，よ争まで

：よ，覧三地二文権はこれを統川してきている、嘉

4二，　19」1－45≒二、こい三こる日本軍によるノ〔．ゴ亜

の占領7vlでらる二日本三、二対する抵：心ニ　ヨー

ロッハ這三地主薮、こ対する抵抗力として，彼そ

の植民地支配の復活を阻止することを可能とす

る，第5に戟後，中司大陸における政治何ぴの

変化とともに，華僑社会にお：ナる動揺と緊張が

おこり，植民□敦権の保二の下におげる仲介者

（middleman）とLての存在二，’謝麦失われ

て，各地の独立した政Ljとの問の⊆翼｝⑪係へと

変化する＝

　とくに．．コ立後つインドネシアニ、口’家主義

が三烈で，重氏二三三㌔から⊃［．1）．〕を求めてE

済三家主義をとり，1’FEII人1：対Lて二了化改亘

を推．Eし，とく二強力な経済力をLつ一，i僑二対

して二、1954年・公布の「外僑登記IF≡伺一，！959・F

5月14日の県市以下の町村こおげる華！二，‘言つ

小商巨を制誤するづト国人小う｛口日法．『ミ1ヒ法二な

どの排華措置が実施されてきて，しかも、イン

ドネシアの政治の動揺とともに、華僑社会は、

右派系，左派系とも：二その活動を川1力されてそ

の存在二著しく閉塞したものとなる，

　パーセルは，東南アジアの各地域（ごルマ，

タイ匡，ベトナ1・　，マンーシアとシンガホー



　　一i．L’一　　　　　　　　　　　　　　［lli　J7L大ド”

ル，ブルネイ，インド言ンー，ブイリヒン）に．

お：⊥る1＃僑liヒ会を，人にピる計的研L；’1を出発点と

して．各・E：の社会の変這を元i『示と子る歴史的lilF

完を企1㍉÷る：Jレ1）て∵㌧る．　一プ㌻：）文［411〔〔白「lll究ち

見㍍ナニとがてきるガ、仁ニミ地政佗：の一トーにお：ナ

る文．ば資村三，独立後にお：∴る政㍑下二：ぷ斗る

支㌃・漬行と．一職1千1な資川：こ，．∵，2・Rlと∴：乙．ハ

ー
セ・：・・ ）莞二き；・の第11；幽1二，　一吏｜㌃アジア，こお：十

るlfT．：僑社会ご二位一を川：「こと÷るこ．）て∵・くご

か，弔2　．こおいて二，　少㌫ニミこミとLて⊃華

仁こ「と11こ，　二ん1マ，　イン㌧ネシア、　ブイリヒ

ン1三他Jl－　’；、二の凶仁一，　さ∴、二、一・1「．’万1：£．’）

人口ご二1ここ1向とそ、｝∴1将．㍉二．7シスーに反ぼ

÷／　．一　　　：’：し↓．・Y・IIりw　Pcril－一一一二、研完

の焦、テ’．．7ジフ，してきていこ

　7．　　一・二∴］己川：：白二三僑，1‘1人Lll二喬一　／IEJJi．C

197v　’ 1：，　’〉．㍉・＼19S3㌃二／・　の’E：三：∴1（1／il］1｝、k、　元ご甘；

アジァ⊃1’三と華僑社会⊃で化：二伴・：汀じ‘．・辛

僑⊃定三を二ISIミる．÷なわち．三三信二∴、　．中

Li人、ン三1を去㌔百1三してll二二をi二1＼　Lかi－、

1≒－［二：⊃，二：‥をltミ才∫し、　IJi］2E，－1・1．，　こ，ぶ，㌧こごノト（喬

　　t；r－L．ゴ人　ニ　ー　㍉一て．一三一）’　．11’・・ご一・・．　・i　fiJi

＃． 　　：∴1＼s　・．『　－1い．．．㌔・：一・／．∨ロ　　　ー　　　 ’
．

　ソ

一 　・　　・1－・、　でノこ．d」．’ノ．’噛＼　一　、一．仁　，　・’　1　　’・　’二tt＼1　・；

L一て⇒：「ご：二二㌃、’こしごこ’ジ㌘を二　人ヒζ1：し一：．　こ．

t’ 1’／ ㌧∵写f”、　．一’（1’∵：二’「／，．T｝”’・　tttt：・「・てノ＼：：・f　L．、㌦・，∵

二ll／：ゲ・ご　二：ハ　しかL，　．一＾、．t．　t　lti．il　’i’一’‘∴‘：

ビニiEt，二f・L，9’．・二1；：；∵L．－1．．’r　l二・以：；く：1・：1』㌃、：∵’L

統主三ふ二『・．…て．二］＝，デパ三く’）‘’IJ、．．㍉一てい“．杉⊃

て，÷二ニト、二1。を巳1：｝し∴ノ「い口二見’べ

している　二ニンt一て、1：、∵∴二云Lてき：「二∵

仁二㌧：字と：ミ1ニー．へ㌢二「一・｝”：．ミ÷こ㌫∵：二：1：大

き、二べ，≧こ，‘二）．こ・ジ：．る二と1ニズこ三．一　｛三ま．－二∴に

人か外口てlkんi」子女を：1・：75二‘、－－・．∵儒，二

人㌻るい1ミー∴：∴でtlfこ：琵むド∴二・　：tの1二　・；・幽商三

es、ひ・．’コ’

　二羊蕎は、言住Lによ一一tてその状1：・こはし三’“てII：」

じて二ない＝地1三によv一て、ミ、三［◎う）2んでお

s’：社会学’
一 1．・1’た已二．ご　　　　　　　　　　　　　Nミ〕．撒

り、六多数lt，，中！コ人の父と現地の女子か∴生

れた者で∴るか、その孜育も様々て㌦L〈二な

い・陳烈iiは、　iJ・i’kl÷1、二，　「中口人の了・孫ぱL統

斤：渋）で．二：：’文口育白川㍑こ‘⊃教育）をう：・L，

‡僑社会と往’kし、中［．：人気質を保｝『している

しの．を∵子｝とよんてい《：・し：み二，ぷx－）て．il・［i9

人L1）IJ：L統を・〕：一’∵こか∴、居にい⊃教育をう∴．，

その汁会．二こ∵＾二／こて，　∵二僑社会1）外に二・、乙t

C．、：治ま、パこい．フで・にンの∵・レ＝ス元．1ご三：

ね、∵㌻ノた三∴、‘J・Yf・）苅．父llll：範支は；c－：；，　ll雀

パP［1＞1．⊃二：：僑、その1’；『名：三後に’家1；1・Q・『）首≒’二＝フ

17ン＝　G・fuanc↓・　二．／．1　．一、　iz）、　ごんマ．⊃デ・

ウインた∫㌔1∴と．1｝’1二1ノ＼のli1LS｛に二’㍉るか、：二

僑・ご八二．∵㍉、二二：．一⊃は、二㌣二めで『∵

i：：llノ：i，　’1，『㍉二云、ミ、　1∵11、条件と三　・；．に．　∫ミ・’・．　1’ilJi

に，・：’『二：人パ1㍉∴、．’lilll・日一一　三文．ご百．　II二（fi　71i

会，li：：人ゴ∴気巨一　を台めて．⊃捉定こして．

最；．　i”！　yli：ILJて三当∴：このと考二．㌧れる　した二・

つて、　本て．、こおいて，1，　「東烈1；了の定三麦にそつ

て、．・，㍉．こ．、㌧．＿を’ラ祭したいと已、う

　　　　　　　　　　　　　　　　2

：
　
　
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　
　
　
　

；
　
　
　
　
　
　

各

：二“「1－u　i．：㍍：t，㌃．『9’iの｛i：1・1’、　とくに，東1言ア

シニ’ 、二t，　・て、：『，　各：－・’り：’ご台　：，itt，っ・rL［r－tl，二こどの

．二　’ハニ、　　㌃　．’．二∴！」：乞：＿撒1・二：一三　二と：よ］宮二し　く「酉

・1、：・二幽；J－∴　台㍍．）1三㌃委員会⊃云料、二よえ．

二，19卜1∵．べ『．：r．｛iノ＼［一い「一∵人，三喬を含めて．

2，55＼ノ元3、659ノ＼て、　19・」、べf；∴⊃．．tl‘：f［9i，ノ＼［」　872ノ元ノ＼

とJL．；・「u÷㌘と、　3∬，・L⊃ユvlむ、；と∴こ”）ている・198〔⊃

∫ it
t

12月、二二「．・一こ：ゴ、t　ミニ，1－｛2、　i65ノ∫＿1、381ノ＼、　．［こソこ

一二∫◎㍑別、二こご三三、アシアL）．239万1、369人（｛，（｝．

ド2％’‘、冨北アメ．卜∵155万7、671人（6．32％），

三一；＝ッ・・52万5、153人く2．13％），太洋州10万

5、－17L・人　（O．4i－：？0）．　，　アフリー∫」7万4、719ノ＼（（）．

3〔〕〆戊　てt”：／イ：1・　；㌣」2、500ノ元　ノ＼のli’，1．E｛cl　J，　iS　（「i“”ノ＼，　王三

㌃をs’・）　．　”）て）∩9〔）シかアジア各地に尼’住してお



．、いこrcn　　⊥．ご1＞‘ 華僑社会研究○史㌫巨

り、t’L　f．1＿会⊃川，⊂ニアシアOll」L’でiり，

しか：L，そ二六半が京南アジアに集中Lて，東

南アン7；二会．つ動向に極めて大きなプニをもっ

ていえ　マシ→⊃社会，とくに，京斥アジア社

会を1∴こ÷三上で，華信社会二さ：＋て遜れない

三二、1＿て三る，東南7ジ710か巨○うちで，

イン．ごシー、’i7，（ベトナム，　f：ンボジア，ラオ

ズ1，1に5ご崔会主敦1ヒ以1ミ社会．「三力⊃｛、1変

∫：二：「㌃’∴．．・，三出；」ミどによつて正に，：こ二匡僑人口

を：三一1÷’：二三は著しく困｛二で三る⊃で，　二れ

を除ケトLて．7か国の華僑人口を幸定する，

　1，　ヌで：　1980年の華僑及び華喬は約480

万人・19さ3．．i・　8月22日の香1この星島日報の土道

によ乙1、J；イlil：北uilのラナスからの華僑難民

元う1・；．」5／Cr　＼・　ノ＼口○）自多！ミ±㌧Jj「1ととも：二，　1983年

の手信k’L’二蕎人山は約497万人と拒定きれるc

　2．　L”　’・　’r　1963年の全巨討な｝ミ有化政策の

実施に．ニーて、華僑人口は一詩吉少するが，

1972年：ニニ：㌃ヒ1二和政只をとり，小型商工業経

営を許：して以来，華僑三二は復活偵向二あ

り，　ま；二，　．，，／1　1人民出巨；詞三ミを糸三和したこと

て，中、k：1こしジ也方の中匡人のビルマ移庄が

Jll加侵向を二Lておi），華僑人口は自然増加し

て，1983三∴二、よ089万人と詰定さr］Lる、

　3．　シン三ホール　総人ロ252万人（1984年

6月）の，．＿．∴上．／）都市国家で5るが，華人193

万人（76．評∠〕．，マライ人37万4、OOO人（14．4％），

インド人16万2，000人（6、4％），その他の外国人

5万7，1UO人かろなる多人仁社会を仁成する。

華人が全人コ⊃3分の2をしめるが，“第3の

中匡”て、≡く、新しいSingap。reanを志向し

ている，二高及び華人が形成した新しい国家，

新し1、・社会でうる，英語が共亘語として，中国

の各地方言こ対して，北京言つ1ミ用が三励され

ているc

4．　一“　’」一シア　マライ半島と±リマンタン

（ボルネrt　i．島西。F．の兵マンーシアからなる分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，tt．）

ξ：三匡家で～り，多人種社会としても知ら烈てい

る丁人≡仁已がシンゴ六一’と正反対で㌻るた

め，1965年8，月、こ，マレーシア1三邦，」・こ）シンガ

六一ル1よ6立する，　19S4年6月，全人口L26σ

万人，マライ人7C8万人（56．2％）、華人415万

6，000人（33．0％），インド人128万5，0GO人CIO．

2％），そ○他外己人7万6、O〔）O人（0．6％ノと、

マライ人が全fi：O半数をしめる，

　5，　ブルネイ　カリマンタン島の百北岸にあ

り，イギリスの旧保護信で，1984三1月1日：二

完全江立，19S3年6月で，総人口20万7，842人，

マライ人13万4、931人（65％），華人4万3，274

人（30％），土着人系1万6，680人，その他1万

3，955人，マライ人系の巨三が半数以上をしめ

るが，華人も30％となっている，

　6．　インドネシア　アジアの亡≡邦，ア七アン

の大巳である二東西5，000キニ，南北2、000≦二

に及ぶ広大な面稜をもつ群島匡家で，豊富な資

源をもち，兵型的な多島性社会，歴史6寸二複合

社会として知られる，ナランダ続治時代に始め

て実施された1930年の人口調査によると．蘭領

印度の全人口6，　072万7，　000人（1平方1’　P当’）

人口密度32人）のうち，中国人は123万3，000人

と全人口の2．03％と発表されている＝独立後，

1961年10月31日、1971年9月27日，1980年10月

31日の3回人口請査（センサス）が実たされて

いる，1971年と80年にお：ナる外国人と中国人の

人口は次表の遥りである、

1971年 1980年

全　人　口　　1億1、00万人

　外　匡　人

　中　三　人

≦≧ノ＼口とO上七二

111万2、728人

102万8．935人

　O．85fつ

1慧4、749万人

51万3、552人

46万2、314人

　0．31Z

　　　　　　　　〔19S1年版インドネシア統計言）

　1971三から80年までの10年間に，公式統計の

上で，中匡人の人口が半演しているデ，これ

は，70年代のインドネシア内外の巨勢の法変二



1’；三

㍉日る　lfJ79ご，　ltンドネシア移二FO：よ，一正イ

ント1 ㌻シア）中’人のうち、　でンドネシアL「1

取ll”㌫川万人，中［：㌃券呆持11りO万人，た、□

彗15：万人＿で．、：，i人．；004ミフヲノ＼と二三こしてい⊃

インごニトシア⊃㌘合、±着化］＿｝こ：に：人1橋ヨ：）

かン江1「：㍍Lてお1），L㍉．，，：111－：伸．．1一㌧元2

一た　ぺ1受．）」、I」’）と、　20L：三己Lし∴∫カ・lt／vつ7ヒ㍑fピL　、Pこ

t，．、，双力二㌻むとラ三られる）．相当数〔∫：在

Lてい・こと：1∴1目㌣べきことて，19S2≒1・つフ

ラン六∴・〒1記こ，：’；三人約弓00万人，／汰1二i‘．．約

」「ら，　∫正〔，　．，．ノζ（う0フゾノ＼（ノこ⊆Eよ　’）の元ミ自50ノ∫ノ＼，

亡、ソよ・）のジこ日］0：万人ノ　と≡［〔，二Lている一三

た、シ…∵・ンマ⊃÷二∵商会二、1983宰］2　

、こ、　　L」又L－　．三｝．．，つ人口，約6c〕0万人と．．、占し

てい二：）　二れ　つ資日よりみて，二人口，1！つフ

日り0∴万人ノ）；人⊃存在ゴ言定さ江る，

　7．　　フ　：　：1　ヒ　ン　　叫｜：コプ：［三三二）、言．▲〔：　F：こ．、フ：℃「／1

、．‘「

∫：，］家∵　古，1・二人の往六⊃ンい口域でゴ・｝

る　1992f”末『）移又局発云iこよる†≡僑二、　3万

6、0℃0人で，198（」年末の4万5、882人よi）9、8S2

人：，，（，少している一これは、フィリピン政㍑の菜

日1＝｝化政紘の実1こ：二よi）　）多kの華僑がLLト，を

取得したため二，華信の身分を一㍉二辿る者が○

少した二三によっている＝Lへし，≡人反ひ華

㌣人日it，、万1ト1をつっ：ナていて，1り8411こ末で約

S！）万人と弍られる一そのうち，91〕％は1．、Llミ出

身で，．］4万人が、六マニラロ区に腎1主して1、・

る　ブイリヒン政府は，外人投資を1：迎して，

永久居留㍍を，う：ナ易い，このため、石口ぱ民

で，「ン住する者がちるが、し：いし，ブイリヒン

つ迂済情．亨が動揺、不安があるた⊃に、完［シJ；に

フィリピンにおいて投資活動をするものは、多

数二は｜、・たっていないr以上の京肩アジア7か

巨⊃状況を次二芸討十る，
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う中；」人ぱ会の動揺と三化を示…もつと考え　　　　　　　東南アジアの華僑・華人

呂　　人
口　　二汀二・　∵iノ＼レ）ノ＞1：．と

’t　　／　　　　　1

L　　　ノン　　　マ

シンう，÷Z一ノン

マ　ン　ー　ン　ひ

i　t　　，k　t

イン／’r・シマ

フ　で　）こン

5，118万人

3．6：．．万人

　二、5万人

1二1；0万人

．．
Uf．）一∵人

s．v．1．」人

1．にfl．7K

115万人

2ユ．5万人」万ST一人

1　＿、6．三15フ元ノ＼　　　・．〔〕∪∫∫ノ＼

　5．4二万人　　Sい万人

　　　　　　　　　．1Y851版、

　以．ヒは，今日．資料上でみるこ

百アジア各ヨの華僑・華人・：i三∴．

が，土言化し、僑生化していe）L．

につ‘．・て1よ実三が明らかで二・1、・か

さら，Zヲこき二こxLつとこることバ予、

僑・二人の二⊃二別・二域ド’「分了k、［㍍、1＼一、

三二：］・）ll三史を見る一L，⊃としてJ’1味：1こ一．シンガ

六一・ン・マンーシ7⊃芋人社会二、1gil［記以：ミ

”）イキ：〕スつ：二三地支二己㍉1］で（’F、㌶1たもつで

あるし，　Ptイ三二：k，［「］司ノ人つ現二L社会と乃一：1合

度の両い社会でゐるし，ブイリヒンは，±着fピ

しナこ中：コ人が旧当穆［乞こ多L・もの三考えらitて

いる、

3

　　　10／／

）．「｝戊＼　　　’．しつ／

　　　二6∠つ

　　　1－1”／・つ

　　　2ぱ・つ

｝｝川＼　　㌧「

　　　　1｛：

frC＜．，L午，．．．）

二⊃てきる：ぼ

⊃．，．｛Aでゴ『）る

．無1一ド：ζ

　　　㍍　’r．〉
　　’ノ．・　　　／＼　ソ＼しtN

二z　　’　、　　→

　　 →　’）＿、L　．，＼　”＿t．　　．「

　わ：噛っ；∴こ．社会三⊃立］ン三t’．｛奮；正会’）研

究を’tうようと÷るものてある＝二’こ／、vtて、

従禾かろさまざまな立湯か㌧こめごれてき三華

僑史，口僑誌，≡僑伝，うるいご二，．1口社去．’ま

≡二三僑／済㌃を貴言な業績として参照するこ

とに努めるものの、直接それら⊃㌦左を日↓｛と

ナるものではない：それは，Tづ’べ族社会11：て

：5り，三族関二D社会学（S力ciobgy　of　Rこtce

RelatiOn）であり，1夏合社会の社会学くb〕ciclgy

of　Plural　Society）であi），匡巨仕会の社会学

｛”

SOciolo．y　of　International　Societies）　で5

り，あるいは、：’＝市社会学，産菜社会学、「三ズ

社会学二も通ずるもつであるrとくに、f、1；市1：
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お：ナる華僑社会研究（中国人街研究）は，すぐ

れて○社会学研究として，いくつかの成果を見

る二とがてきる，また、社会変動三’1に立’、て，

反族社会○動態詰や．匡際社会の動学（1．）yl〕a－

mics　cf　lntごrnat三〇nal　Socictiい）を！＿るヨ～る二

ともてきる、三、小人縣’：t、’，政治学○系統⊃中

て，言≡家一：口係に重点をごゴいて考察されてき

≡⊃二対Lて．これら二、巨ば社会の六ぶ．i（］で、

informしllな　－1二いつミ！這ニアフP一チ÷る二と

を可籠と1－．ようr197〔〕∵代末以、．，㌧つ［’i二に：2ベト

ナムとのマこ三1．，かかる｝｝．点か㌧の！・’ご1を必要

と÷乙二こでは、従来から⊃≡僑社会lll院の

文こ、爺研三を日六とイントネシワごそぶを中心

⊂・J⊥　ニ　ー」　r　1　’　＿1－→
L一逗CD乙＿ニニ三！［）一

僑社会研究の史fi　1．1

　日本⊃主に社会研究については、二己までに

少なかろざる業績の三仁亡～ぺられる、日本人に

よるこのとLて，内LI］　［［二1作、菅原1：助、に山俊

雄，猜㌧1．＿台，山田信夫などがあり、中国人に

よるこのとして二，宋じ／、，徐大統、陳固亭，

陳1≒仁、1、、口、蒋永敏、仁掩生，何パ「撲らの

壬〃主2、－t）　→
禾冗艮だ㌔：つ乞．

　とくに，1『ニヨ虐：作著「日本茸㍍社会の研究」

（昭和24二9月）は，日本二お：＋る「華僑社会

の自治集団生活ID記録一1であって，「明末から

清代．辛一三革合から民国開始L；U巴，終戦前後の

最近に及ぶ．までの幾度か〔つ政治的動舌L期をへ

て，　「貿易uを主軸とする日本主僑社会」がい

かに自主的：二秩序を石｝？；立し．自力救済的な態勢

を展1莞してき≡かを基礎白J資料に基いて具体的

に明うか二したものとして，ほく評価されてい

る，そ二｝・ば、まず第1に本言か、　一中巳研究の

端緒としてlil　．k一られたこと、日本華僑社会の

特質を明らか二することによって，中巳の社会

の実態の二㌍こいささかでもの寄与をめざして

いること三着摘されるr今日，日本と中口との

間の往来二活く盛んとなりつつあるが、　しか

　　　　　・こ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt→　＿　　　　　　　・．」二　．：こ二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　のご

し，日本の研究：1か，直接：二中口社会つ実産f

亡を試みうる状況：こはなく，外㍍から⊃ご三≡な

いし観σミがわずかに．詩：容されている；こ÷きな．、・

から一㌻る

　第2に，主僑社会を見ること二お、く，中：三

民間社会つ特賃に侯，近しうるとして、－LF三ノ、　ny

乃至二華僑社会ノ｛三ニニi：こ史∬、、こ一亘÷る自窪土

発艮○完三一をば祝Lようとしで．・る二とでう

る・中「”iつ民1．．、社会；二強力に己透÷る二二主ξ

の自fi］と口治D」、．ごよ、巨王によって許さ㌘、

もLく二立法によって伝庄さ己た｝養＿、、二茎くも

ので二なく，自然にご三る自得つ憶巳でLL　J三、る

から，　一］二じ1政治｛．．．力⊃交代；二際してパ座二否

定三ぶるべき何三〇’：1権1二≡くも⊃でこなく、

従ってまた容易に瓦1：1『÷べき注質のも○で二な

かった一二とによるもので二る、尤も，こ訂ろ

の特賃lt　，血縁、地縁による自然的結合臣：係，

熟ポによる人的結合院係二匡来するもOか支記

的であるから、非近代的妄素として指摘さ訂る

ものに属するが，しかし，今日の中匡社会の変

容にもかかわら”H，それらが如何二残存し、変

仁しつつSvるかの倹討の実証としての意味をも

つものと考えられる二

　第3に，この書が，終戟前後の日本社会の一

端を明らかにLていること二，さうなる怠義を

見ることができる，日本においてに、明治初年

から外匡：人労働二者の入国は制！艮されていたか

ら，・’ξ僑は，王商として比較的安定した発展を

示してきたか，とくに，終戦直後の日本の匡家

的に能○弛緩期に際して二，約九千人の享僑O

ld済活動はきわだったものと見ら己ているか，

その完相を明うか二する上においても貰重な資

料と考えられる．

　尤も、一万においては，この書物もその≡代

的制約．歴史的社会㍍鏡lj約を免五ることは出来

ない．とくに、昭和20年代初二までの日本華僑

社会の檬桔は、その後1こお言る日本経済の高度
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戎長に伴って相当i三度の変容をう言たであろう

し．ま二、197ゴFの日中匡：交の口三Z：こ際して，

少なからさる華僑の［1ぶへの帰化とい：ブ1｝：完か

莞生して．．・るt’L：；二が一．7、．て、工僑1’：’ヒ会も，伝辰

［i　CJ　k　lL：：　i：iと，　≡｝化し㌃こ．・’巨ノ＼と，　ヌλ．方。．⊃三三≡態と二三

の動向．．：う研完を’∠1三とする，

　内田二よる．二，口本≡僑社会の起源は，江戸

時代．k，リ期；こ三㎡：こ1明1工：二追求す＾ること力；司’能で二う

そ｝といラ．　江⊃三「巨与fC．｛ヲjj凱じ〔：：三，　1ヨオ，〈と［．い：コとしり

貿易は，巳崎一港ご三定ほ工永121卜、1635⇔

さ．｝　i．て，　渡来し：’z　！S’商：ご，　長崎唐ll自13illi㍉∵：堅．

　（三こ1家工｜三，　lf588．年設置．）内：こ’］：｝∫汀すること”t，’、　”・

言≡コこ）ら．｝Lた；こすき∵こ！．・・　オランダ’i百留・：）ll．㍑｝鳥と

は別個に，　二れと：交：三する二となく，滋自の華

僑祉会が形戎これて，天明4　（1784）1ド．．つ在留

者、二δ92人てゴ㍉った．貿易船は，元法元．㌢の117

呈を最高とし，そ・1）後逐．羊減少し，幕末．⊃天

尺、弘化，；、ぼ．安江三i三巴は定川．．1’．）1リ隻に1二し

た三次は：三1、・　当時の品川の乗組員：之，1船平

均1（）し）人内外であったか’1）、．三年1．0し）0人程度D

元ミご完二老「うこごうっニニととなる．　：：甚プミ：こ，；丘つく；こつ

㌻：．磯ぞ1・：．〉ぺ≡三貿易蕊も共：こ減少する＝

　明治以1：隼、二、明治・1．・F：・・つ　二口三1ち≡汀条夕一の

締結後、華僑の凌来：う：増》ilして，　已日芸・文1二，

巨月治9　’．1S7弓）li’12．371人、　iyi治33（19りり）　1［二

6、δ9（．）ノ＼，　巨月｝t台43　〔ユ91り．）　．≒二8．　．120ノ＼、　　．ノ（．日：9

日92（り．二1万4，258人，IIG．和ノこ（1926）竿2万

2．272ノ＼、ヨ召矛01「）、1935）　．fil　2ノブ7、995ノ‘＼，　；：三不n13

（］V38）．二二1フ三7、0．；2ノ＼，　1：召］三ll22　（1947）　≒三2㌃ゴ

3，871人と逐≒∵ll］和10．手代．の1羨争期R｝！1を除いて

増撒i：Lている，1∵｛和58（1983．）．：さヌミ：つ三≡｛喬及び

≡喬人FIは．日‡政寵の．㌃22次，第23次一出入

口．管三亮計年芸」によると、6万2，061人で．ち

って，人口の自只増力二よるところが大きく，

新移民の入境は少．数である、また，亜東関係協

会⊃資料ilよると，厄和58（1983）年末の華・僑

及び華畜は，7万3、164人と穀告さ｝ピ：‘．・る，

その内訳は，昭和25（195の午まて．一．三期移庄

者2万＆51・1人（．○ξ［122㍍と比絞して、4、643人の

増．加），日本で：つ出生三約4、725．人，三うに，留

学，応三除百：1さ，掘芙関係など，こよる匿留蕎1勺

5万531人（．その中，R！i和25年以三ご移賃ミ約4

万4，65（．）人，　；．｝一：iヨ大1淫からの来1二∵：1万2，632

人，言港よ1．）の来自L〔〕7・4人，そ．⊃二485入，他

の．汐∴］台湾より⊃六自）で⊃る二

　日本≡僑社会．つ地域ii’粉布を一i⊥：：λ三言己統

計年報・」によると，口和58（19δ：ン・il・　12月現在

で，真六地区2万7，999ノ「＼㊤5ン》，横浜地区

7，015人（10％），大”ス地区2万201・．1＼（37％．），

福岡地区4，↓）76／IK（8％）である，

　内田は，二⊃書物にお1、・て，己‡華僑社会の

歴史的宍証分．lf一をこうざして，そ．：．≒1二的構成伝

である主要諸ト」｜！ドをとりあ：干て，そ○ヱ史的戎

立の1；質序：二従つて成二t三f－（，，己，桓二：：：：・る：能的分

析を倹司．午る．江L∵三代の言僑：ごi．「∵として，前

半類に唐匹噛寺，「．；1：］巳寺，信済寺．三言寺，聖

福寺）が，示住膏人．⊃吉提．寺，三二三して言立

され，兼ねて、宗日人別取認べを．．子：：．に至っ

た。さろ二，受半，窮・．）通．fl；：会ぶ　三二三：会所），

弁銅貿罵，商ノ＼「rl：「；．：：う．；≡成され7＞こ，「巳三以1．葦，　公

所（同業口ll∴　会：．］〈同∴「lu［日㌻　　巨浜、阪

神，じ口ぱ⊃川三会i、，zl　）／、さらに．中三二言会パ9（⊃7

年8月、長口、ついで．榎浜，搾三，大阪）うミ

成立Lている．　二rらつ諸巨：．｛：⊃ご子を亘し

て、≡僑社会⊃完．IS．．三してつぎ、つ言≒，．．・、そ三・：工う

れ．る・

　まず第1に，二僑辻会を溝成÷三：．三左：i㍉三こ謡

団体か、一責して、ズ日自由結今二Lて．⊃三史

的≡続性をバ有づ　ることが指摘き二三。第20

特徴としては，1．・ずれ．⊃団部もがi．三三的に一貫

して家父長制宗則i：よって支記さ．．∵三自力．文済

的なギルド灼結含て’：5り，自然三≡与としてつ

血縁，地縁，ひ・、くは明友知己とLて⊃相互熟

識による結合開⊆：が呉1るく沈潜していることで



］　・larch　19δ7　　　　　　　≡僑社会研究の史≡：U言．過　　　　　　　　　一i〕ニー

公彦保持．公；lll　o処理び言．づ∪⊃て三乏上な態度を

保．持する　　㌦詣摘される、第4・つ特徴として

は，家父長制的なごキごルドi「ド∫｝土会梧造の基・．て1．⊃上

i：，行隻，買弁制度’㌃⊃特3’・ほ商人形慧を成立

させて，しかも，ギルド的団結1二よる抵抗は対

外的な共：司防衛；こ際しても常に効呆的；こ1乍用し

て，その資本的脆9引工．を禰’．、たこと，また，そ

の経済発展㌦．1非合Ellli’ilプCl家ズ三；1三：ヨ刊原則：二よっ

て制約さ．口，　合三亘｛杓た資1，〈主芸1；：」発展、ジ：1、害さ

れがちで○ったことが指摘さ、｝Lる，第5つ特徴

として二、率僑社会は、静巨豹な硬化し1三社会

てー：よな．くて，複㍍な動態li9ジき展をとげつつうる

ことがそ摘さ．1・tる．川：口人辻会の発畏は，静態

的乃至停㍑的二．1：もの三口㌫三れることも5った

が，　二．㍉：こ，　外：：｛：産業のフ」：三．’1：1当外：二ある÷］⊆ヨ奥

地○巳結自1↓三経ll：〔については妥当するところが

あるかもLいな’．・か，㍑外にあって諸外三勢力

の影響下にある．ll弓罰1：会について二妥当しな

い，　と主曇ミさ」｝しる、

　．これ）の特性を，内日：．．：，陸史的な之巳ご研究

の上に画いたので、．：i．るが，そ．｝しは、社会学的な

実態田三．1を1口ここし．．P二．ものとは，いうことがで

きない・いま，わ川｝っ｝∴こ求こうシジれている・）

：k，　EI本．峯僑社会の1六態．D調査研究の一］二：こ立っ

て，その㍑こ分研を進めることによると考えら

れる．変容しつつちる日｛こ華僑社会を，ヨ本社

会⊃一迭反三ぶとし：）二上で、そ：つ今‡斤二1三めろ

　　　　　　び　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　コ　　　　　や

1！な．で．．fl：tl’こ・．．ノ］1；1．・．

ある，第3の特徴として，主僑社会二おいて

は．資よ釣結合として．⊃i攻式会辻が受げ’．室．れら

れて．、・な’、・が，しかし，｛未式会社．⊃六発三：こも

かう・了．っろ一デ，　公兇ミ：白観，念；こンfミ1工しな1、・こと

　イント．．・：・シアと中1二；1二⊃◎：三之，這く，五代

後巨同光．㌍日1ニニじ三v．一千：余年の匡史をも

つとい：÷っれるが，両考の緊長関係は，オランダ

東．〃ンド会社（VOC）⊃下で，1740手10月：こ

見弦すことを主三L、日．㍑ヒ地主芸を1‘1斗、引二1：工用

することを求めた。清1コ．末期の190三）年二，当

時，清望内D法律凝三1う二整備して．一ない‘浄期二

かかわらず、言［三「日藷法が制1定さ．㍉：．’Lのは，蘭

領東印三：：．君’留すろ華（lfiの匡㍑菩㍑：二がi可国間の

外交上の懸案と、；1・・：・・って！．・≡ことによるも．ので：5

る：蘭領京印ピ．O：二恒法（189L）　Ci1；t．こ布力よ，血

統主義を京則とL，出生地主義⊃例外を言ζめる

建言ilとなって・．・；三：バ，　1910．f’f－2∫ヨ1｛．1：二i・つ；去律及

び1927年6月！0日・つ夕正法案にお．．・ては，華僑

の目籍司三を．反映して出生地主義．二採弔三れて

いる一したがって，．芸業つkめナランパ領内；

居庄す．る≡僑に対しては，中区は、2：三）亘民

でありながろ彼等［：対してその1．1．：1二三口，ミニる

ことを主蓑することが出来ず，’9ト交上日：三にミ深

護の責任を呆すことができなかっ：；こ⊃て．⊃る、

　1945≒二8月のインドネシア独立後，　スカルノ

政桓（1945－68年）⊃下において二，きびしい

圭；〔≡≒≡盲置カミ，　19540三と1959∫C｛三・1こill‘1：己さ，｝Lナこ㌃ミ，

さら；こ，スカルノ大統領が，1，吉1：と〕ζ豪完の二

大勢力つ上二立ちながら次第に左1記ヒをつよめ

ていくとともに、　右派灼な華僑．．訴1駕、　華僑団

体，華文学校および言済事業は、活巳停止、二z

散ちるい、よ接収を余二：主くされJ‘．二．　Lかし，

1965≒⊃9・31〕言洋後は，スカルノ六統1τ1二勢力

を失墜し、インドネシァ、共産党「．KPれは非

合法化さ『し：三が，そ⊃周、一左派酌：二三僑団1｛ミ，

言僑新聞と≡文学迂：よ，解散，活三1亨正ちろい

1二接江を三㍉る二と土できず，一一∵：．っ三｛喬ばi艮

舌L：こまきこまれて、生命，財産を．矢っている，

インドネシアつ攻治の激動Ol÷：二、華僑社会

は，右派系、主派系とも：こそしつ活動を著Lく罰

雲し≡ものとして蓬大な技害をうげ二二ととな

ノミタビァつ≒コ三1人街．つノ＼三⊆誉：k－．芸㍑1ご≡！｛：1してお

し），　まナこ．　19．巨£÷己末，⊃｛泉」書亘．ll〔「≡コi．三二：くii：、こ，　二干三僑

の巨箒言こをだ：Llして、オランズ入：二；；1三ごる者

も，言ランメ’領内に．おいて1よオラング匡1＾芸民と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　 「．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　■　’　’　　　”



　一1：t9一

る．この時期以降，インドネシアには一校の華

文学｛交も，一個の華文新陵社も存在しなくなっ

ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

r二．のて．二：㍉る

　1968年3月，スハルト政権の成立以後．従来

から．．〕政策1ゲ，三ヨの内外について大三換ごれ

て、対外的に二，国際≡合マ匡iJJ．1機［口二復川し

経済を∴｛；：㍉．て，借款一P外資導入二努力し．

一 方でば、1〔ノ67年10月、中匡との巳交を凍結し

ている．対内的には，インフレ対策のtこめ財’政

バ均衡化を図り，経済の拡大と安定を図った，

LかL、経済．パ拡大は，スカ・ンノ政じ下におい

て∴比較的均i；百していたといわ．れる♪♀富の格差

か．；大万に元：たLていき，艮衆⊃生活の不∬．！三：よ

容易に｝ズ…1僑1・三動や．反日行動へと転化していっ

た⊃て’ある，今日，チュコン（CukOng，政商）

とよ二れる政行要人と結びついた新巳≡僑企業

グん一フ⊃活躍1う：注日を集めている．197．4年

1刀，　田r’ll［’『’1．｝：「1：の訪問に隣ミして1よ，　ジャカルタ

暴動が、⊆って1、・る，．華僑・≡人とインドネシア

人との川の．反目と対立は，経済活動の格．差によ

るところか六きいが，しかし、一方において，

中U人〔漠版］とインドネシア人との際1つ民族

的・歴史的・｝tL会E’ilJ・：文化：；勺・宗芸酌な摩擦の

㌫1一三に1六・るところが少なくないと考えられ

る．L三1〃∴∵：，華僑社会一Xgi：：こ二、亘后アジ

ア：二おいて、インドネシ7二おいてそ．⊃焦点を

．にるこ≧二∴できる，

口尼大二i．：社会学二研究紀要

　華僑・≡人は、（1）政庁○槌≡政iτCi二よって

移住した疽民ではなく，（2）また，社会的支援

を背鎌．とする移民でもなく，（3ン．卜巨1大陸にお

いて，生活・を維持することが出来なくなった者

達か、一己むごく，軽舟に身を託して海に浮び．

活天の涙浪の川に生死の危芸を冒して海洋を渡

り，彼地を㌘拓し，経営して自立÷ろ二至った

もの一である，時1こは不￥＋［：して，一身を魚腹

に葬つた言⊥もあったことと思元っ．れえ．今日，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．7

海外にある華僑・華人は，「郷里を棄て風に乗

り浪を破って異郷に至っh翫達て’あるが、彼

等＝環境のもつ諸要因によって強制されたので

な：÷れご決して容易二故郷を棄去ることを求め

はしなかっhであろうr元来，中国人は，中華

忠口、祖先崇拝と孝の観念，同族と纐⊥への愛

着とにより，生埜を離れることを好三こかっご

コ　　　　　マ　　ロ

　　　　　ジtい了つ：T　’1乞．：

　今日、ジャワの言店：二は、インドネシア青年

実業家協会々長のシスウすノ・＝Lド．・フソド

Siswong．　y／lds　Hkso⊂loの一 新しい隣人一（Warga

Barw．1985）という書物が並んで・、・る．われわ

れ1：とっても，≡僑・華人にとっても，如何：二

して新し［．・隣人としての社会じllにをつ（リヒげ

るか二’・、今後⊃最大で課二である．

　　　　　　　　　　　　　19S51に12月911、こ

　　　　　　　　参考文献

1．　㌘長悟「中匡殖民史二1：1：＞6午、商務印、三；二云

2．　1［．蠕承釣r中国；訂1三交亘史二1！．．：シ7午、｜「．：溺自揺

　館
lt．　　劉1三宣，　Z淀巨1二：：．一中ご二民1；しミ拓∵1：に111三‘’2．11934

　　年、㍍努印書吉

　　陳烈鳶二京崖’i．己・’目∴1華僑、∵1人ご㍍喬一L．71－・i

　　　で1’一，　1ひ8：二：≒こ　「i’多言1il［；’〕、　　III［中ハ；二：．フ

三，　丘漠平rgil．信二≡－1：：≒〔ミ年　L．！　1．．．こ、1㍑．：．；．1．ゴ・≡

　　パ華信三こ一口云：14≒二，生言社l

ti．　丘弐已二華’僑巨庄完蓬．－1：1〕5年，正［品ll笥

7，　口三省三二：僑｛「三済、；『1－UL「］和！41㍑㍉1、ほ丘

　　．．亭1≡店

8．　井山季和二こ二三僑一昭和1二／｝二5戊一｜、六：幽：商会

　出版□

〉．，　呉主二：一華僑本質しつ分・祈」〔1｛和3G午10f］．ア

　＝：’ヒ社

　　　呉主憲一ニミ昊’i≡1ミ．・）ごll完一昭お二lil：－811，三巨

　社
10．　　∫誉仲言：一華倭1：三済つ・J；1－〔：r＝　11．｛〕：・”i”：’i月、　つジ

　ア詰済出叛会

11．　　Victor　Purcell．　Tf2e　Chi〃〈・sc　iil　Soif〃lcast

　　Asia．　19ε5



）”：arch　　　19δ7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「；fl・　irf－，’　；：ヒ　会　　り「

：二．　　｜勺｛ヨ’ICL’i”i三　「EI”1’〈∫≒fr三｝iヨ：！≒．ノ）1ワ1二’ノこ・！；∵｛．書；2；〃｝三9

　　　；・1，同文館

　　　　　i人1日ジ．川1．1川・’矯三元そ！・漸．；1訴；L．パ三12

　　　1］、川日1・｛・房

　　　　　内田江陥一弱二∫アシア．・罫ξ⊃a：会と二・藩．日

　　　和57年12弓、行バT：亨

L　成［．lr刀．弓　・’；i≡；僑111こ一日日11弥8月、・二・‘；∵；・’ろ1三

1；．菅原川．日i’〈．㍉華僑一唐［：r，．川口、llf：日

　　　．新口

15．鴻山：主・一；III，　fた．：：．1．⊃．・ト｝ヨ喬．刀了：7二；Z2：」，

　　　．’ll；僑：；に研’三所．1蔓ll．∴㍑

］バ・　山臼信．．1ミ；：弓　一□本’；’プ喬と・文化．‘三ll；．口f：1ごsノ

　　　　：．卜1白ll語．：ごば㍍

1　二　＿　　　　　　：ij・　　・2　．＿V、　；1i］　　　．　　’！　ゴ　：こ　［　1　≡　：　．｛：　　　、　　．「「「1：　＿：∫　　三　　．　：i：　：「　三　、　　．　　　　1　、　　7　、　　；　｝こ

　　　12月、∵1∴ピ浩

］8．逗．．．11．：’1’：！、5　11ミ〔．）∵．11．1．．Zl又三ば

L．－NlaUn’ice　Fi’cとミ！：nalい7’加S1力rめ・θ．r　C！？iノκsc

　　　∫oei（寸∫’S：anゴし）rd　Uni∵．　P1・こsさ．　1：7．．．

L「｝．何斗；1．．’i’；「：i．ド；！．烈二ご．と’二．三　1．・s・☆辱三．方

　　　　　　　　ド　ロ　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ロ　ヒ

　　　．L．．．el：：三．．∵：1．．こ，．．f　l二

究の史1．ミ万≦ご　　　　　　　　　一ill，一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

　　　　　　　　　cンバベシア⊃華僑茄’完二，11．：℃㍍の蘭1三r：膓文言

　　　　　　のづ1口’つセンニス：lndish　Verslag、！93S．）を

　　　　　　LL溌三とすろ＝こilを呉本責料としたtt・一ベーつ

　　　　　　　＝僑．⊃“済的：’也立　．’、W，　J．　Cater．　ECono〃lic

　　　　　　P∂sitio；e　o々！26　Ch「〃esc　i〃ff〔・Nctkci・／and　二9

　　　　　　33　と、t一ヌー．の三物に：玄るところ：つ多い満銭

　　　　　　ごび’・≦済．；．II・〔三「、D「だ三華僑三三・ジ∫4三百る三：」．三

　　　　　　：二i．．こ：一｝1．三三三f．三｝－　　　1：；］．《015宕三［fl．弓干ミ」．　と三二三う．三．　1り

　　　　　　　11三：．二！i℃．にニー7月：二lt’、香；こつ畜；．巳．出蒸こヒから

　　　　　　ξ；・．ニミ：「苦．．荷fl］≡僑ll・ヂ斉誌．∫が干i！行されている

　　　　　　　　三「：．≧．：三．主1物として＝、マッキー≡一でン：ごネシ

一7 ．’）’　・i・1］人一、1，NL　I　lac！tie（ed；．　T1？こ’CSiinese

　　　　　　iil　lndo》icsia，1976）、ンti－．．つ一イン．・1．ネシアに

　　　　　　お：・；・ろ；÷1：1，1ノ＼一　‘fLeo　Suryadinata．　Tlie　Chi〃ese

　　　　　　，U1〃oノ・ノハ．∫〃／〃do；ic’si（i．！97S＼．．、＝へら．1）三．ド．／’

　　　　　　：二tt，つ1ン＼てシー中口人．、Charles　A．　COppel、

　　　　　　f；1〈1η〃（．s！α刀C．’li；ICS｛’∫〃Cノ’isis、ユ9ヒ3　　．二ど．が．三）

　　　　　　ろ．

．⊃・＼べ．．1・ ．
．
ノ

養改v工
・

三
つ．

川学学
太
・し］　

c

、｛

L二
、


